
英字新聞 Okayama Insider

岡山県内在住の外国人に英語のフリーペーパーを毎月発行・配布

現代文化部門 文化活動

代表者：江原紀子　　所在地：倉敷市玉島

◎　目　的

1984年８月１日の創刊以来、岡山市内を中心に、岡山県内在住の外国人に向けた英語のフリーペーパー

Okayama Insiderを毎月発行。モノクロA４判４ページを制作し、岡山市・倉敷市・総社市・笠岡市・津山市の

33カ所に合計1000部を無料配布。紙面を通じて岡山県の歴史や文化、地元のニュース、イベント、映画などの情

報を提供しています。

◎　経　過

Okayama Insider 発行実績（発行号：フロントページ特集記事）

2008年６月号：Kojima-Japan’s Jeans Mecca

2008年７月号：The Beaches are Open!

2008年８月号：Kurashiki Machiya Trust

2008年９月号：Shinjo-son Forest Therapy Base

2008年10月号：UJO−BORI: Carving a name for Okayama

2008年11月号：Okayama Metropolis?

2008年12月号：Goodbye Tivoli

2009年１月号：Setsubun（節分）Good Luck Sushi

2009年２月号：Saidaiji Eyo Matsuri: A.k.a.“The Naked Man Festival”

2009年３月号（最終号）：So long and thanks.／特別編集: Easter church Guide／Traveling in Okayama
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No.227 児島のジーンズを取り上げたフロ
ントページ

No.235 西大寺会陽を特集したフロントペ
ージ

No.236 最終号４ページのチャーチガイド
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◎　成　果

いただいた助成金を活用して、約１年間『Okayama Insider』の発行を継続することができました。2009年３

月号をもって廃刊するにあたり、これまでも外国人読者が利用していたホームページ Okayama Insider Online

（http://www.geocities.com/inside_okayama/）を充実させ、これまでフロントページで取り上げた特集記事を

中心に、2006年５月号〜2009年３月号をアップしました。県内在住の外国人に今後も役立ててもらいたいです。

◎　今後の課題と問題点

ボランティアで行える作業以外に、どうしても印刷費や用紙代、ネイティブに依頼する編集費などの費用が必

要となり、助成金や寄付だけに頼る運営には限界がありました。外国人を受け入れ、国際都市を目指すのであれ

ば英語の情報紙は不可欠です。創刊25年目の廃刊はとても残念ですが、近い将来、行政主導の新しい情報紙が創

刊されることを願っています。

●執筆者：江原紀子

●　会のプロフィール

【設　立】1984年８月〜

【会員数】15人

【活動歴】1984年に２色刷４ページの月刊英字新聞『What the Dickens…？』（１部100円）を創刊とともに

発足。1989年7岡山県国際交流協会の前身である国際交流プラザが発行主体となり『Okayama

Insider』に新聞の名称を変更。CIR（国際交流員）を編集長として、無料発行・配布をスタート。

ボランティアメンバーは取材、原稿作成、配布などを担当。2006年7岡山県国際交流協会にCIRが

不在となったことに伴い、ボランティアが発行主体となって運営を引き継いだが、発行継続が困難

となり、2009年３月号をもって『Okayama Insider』を廃刊。

No.236 最終号2・3ページは保存版 保存版の情報をホームページにアップ




